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(54)【発明の名称】 発光表示パネルの駆動装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ素子を用いた発光表示パネルにおい
て、部分走査モードを選択した場合においては、表示パ
ネルにおいて消費される電力を、より低減させることが
できる駆動装置を提供する。
【解決手段】  走査モード切り換え手段により部分走査
モードを選択した場合においては、通常走査モードを選
択した場合に比較して、リセット制御手段によってなさ
れるリセット期間（Ｒ１）に対する発光素子を発光制御
するドライブ期間（Ｄ３）の比が、増大されるように制
御される。これにより、各発光素子に供給する駆動電流
または駆動電圧を、さらに低減させて発光素子の瞬間輝
度を低下させることができる。それ故、発光表示パネル
における消費電力をさらに低減させることが可能とな
り、且つ発光素子の劣化を防ぐことができるので、その
寿命を延ばすことにも寄与できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに交差する複数のドライブ線および
複数の走査線と、前記ドライブ線および前記走査線によ
る複数の交差位置において、前記各走査線および各ドラ
イブ線間に接続された複数の容量性発光素子とを含む発
光表示パネルの駆動装置であって、
前記発光表示パネルにおける有効発光素子の全てを繰り
返し走査して発光制御する通常走査モードおよび発光表
示パネルにおける有効発光素子の一部を繰り返し走査し
て発光制御する部分走査モードとを選択することができ
る走査モード切り換え手段と、
各走査線の切り換えごとに前記複数の走査線を全て同一
電位にリセットするリセット制御手段、または前記複数
の走査線の全てと少なくとも次に発光駆動させるドライ
ブ線を同一電位にリセットするリセット制御手段とが具
備され、
前記走査モード切り換え手段により部分走査モードを選
択した場合においては、通常走査モードを選択した場合
に比較して、前記リセット制御手段によってなされるリ
セット期間に対する前記発光素子を発光制御するドライ
ブ期間の比が、増大されるように制御することを特徴と
する発光表示パネルの駆動装置。
【請求項２】  前記走査モード切り換え手段によって部
分走査モードに選択された場合には、通常走査モードに
選択された場合とほぼ同一のリセット期間が設定される
ように構成された請求項１に記載の発光表示パネルの駆
動装置。
【請求項３】  前記リセット期間およびドライブ期間を
設定する動作クロックの周期が同一のものが用いられ、
前記走査モード切り換え手段によって部分走査モードに
選択された場合には、通常走査モードに選択された場合
に比較して、リセット期間に対するドライブ期間の比に
応じてドライブ期間を設定する動作クロックのカウント
アップ数を増大させるように管理される請求項１または
請求項２に記載の発光表示パネルの駆動装置。
【請求項４】  前記リセット期間およびドライブ期間を
設定する動作クロックの周期が異なるものが用いられ、
前記走査モード切り換え手段によって部分走査モードに
選択された場合には、通常走査モードに選択された場合
の動作クロックの周期に比較して、ドライブ期間を設定
する動作クロックの周期が大きなものが利用されるよう
になされる請求項１または請求項２に記載の発光表示パ
ネルの駆動装置。
【請求項５】  前記走査モード切り換え手段によって部
分走査モードに選択された場合のドライブ期間を設定す
る動作クロックのカウントアップ数と、通常走査モード
に選択された場合のドライブ期間を設定する動作クロッ
クのカウントアップ数とがほぼ等しくなされる請求項４
に記載の発光表示パネルの駆動装置。
【請求項６】  前記走査モード切り換え手段によって部*
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*分走査モードに選択された場合のリセット期間を設定す
る動作クロックのカウントアップ数と、通常走査モード
に選択された場合のリセット期間を設定する動作クロッ
クのカウントアップ数とがほぼ等しくなされる請求項３
または請求項４に記載の発光表示パネルの駆動装置。
【請求項７】  前記走査モード切り換え手段によって部
分走査モードに選択された場合には、通常走査モードに
選択された場合に比較して、前記発光素子の瞬間輝度を
低減させる輝度可変手段が具備されてなる請求項１ない
し請求項６のいずれかに記載の発光表示パネルの駆動装
置。
【請求項８】  前記輝度可変手段は、前記各ドライブ線
に加える駆動電流を変更する操作がなされる請求項７に
記載の発光表示パネルの駆動装置。
【請求項９】  前記輝度可変手段は、前記各ドライブ線
に加える駆動電圧を変更する操作がなされる請求項７に
記載の発光表示パネルの駆動装置。
【請求項１０】  前記発光素子は、有機エレクトロルミ
ネッセンスである請求項１ないし請求項９のいずれかに
記載の発光表示パネルの駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、例えば有機ＥＬ
（エレクトロルミネセンス）素子を用いた発光表示パネ
ルの駆動装置に関し、発光表示パネルにおける有効発光
素子の全てを繰り返し走査して発光制御する通常走査モ
ードと、有効発光素子の一部を繰り返し走査して発光制
御する部分走査モードとを切り換えて表示することがで
きる駆動装置において、特に部分走査モードを選択した
場合において、より低消費電力を達成し発光素子の寿命
を延ばすことができる発光表示パネルの駆動装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】液晶ディスプレイに代わる低消費電力お
よび高表示品質、並びに薄型化が可能なディスプレイと
して、有機ＥＬディスプレイが一部において実用化され
ている。これはＥＬディスプレイに用いられるＥＬ素子
の発光層に、良好な発光特性を期待することができる有
機化合物を使用することによって、実用に耐えうる高効
率化および長寿命化が進んだことが背景にある。
【０００３】有機ＥＬ素子は、電気的には図６に示すよ
うな等価回路で表すことができる。すなわち、有機ＥＬ
素子は、寄生容量成分Ｃと、この容量成分に並列に結合
するダイオード成分Ｅとによる構成に置き換えることが
でき、有機ＥＬ素子は容量性の発光素子であると考えら
れている。この有機ＥＬ素子は、発光駆動電圧が印加さ
れると、先ず、当該素子の電気容量に相当する電荷が電
極に変位電流として流れ込み蓄積される。続いて当該素
子固有の一定の電圧（発光閾値＝Ｖth）を越えると、電
極（ダイオード成分Ｅの陽極側）から発光層を構成する
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有機層に電流が流れ初め、この電流に比例した強度で発
光すると考えることができる。
【０００４】図７は、このような有機ＥＬ素子の静発光
特性を示したものである。これによれば、有機ＥＬ素子
は図７（ａ）に示すように、駆動電圧（Ｖ）が発光閾値
電圧（Ｖth）以上の場合において、急激に電流（Ｉ）が
流れて発光する。換言すれば、印加される駆動電圧が発
光閾値電圧以下であれば、寄生容量への充電後はＥＬ素
子には殆ど駆動電流は流れず発光しない。そして、駆動
電圧（Ｖ）が発光閾値電圧以上の発光可能領域において
は、図７（ｂ）に示すように、駆動電流（Ｉ）にほぼ比
例した輝度（Ｌ）で発光する特性を有している。したが
って、ＥＬ素子の輝度特性は図７（ｃ）に示すように前
記閾値電圧より大なる発光可能領域においては、それに
印加される電圧（Ｖ）の値が大きくなるほど、その発光
輝度（Ｌ）が大きくなる特性を有している。
【０００５】かかる複数の有機ＥＬ素子を配列させて構
成した表示パネルの駆動方法としては、パッシブマトリ
ックス駆動方式が知られている。図８にパッシブマトリ
ックス表示パネルと、その駆動装置の一例が示されてい
る。このパッシブマトリックス駆動方式における有機Ｅ
Ｌ素子のドライブ方法には、陰極線走査・陽極線ドライ
ブ、および陽極線走査・陰極線ドライブの２つの方法が
あるが、図８は前者の陰極線走査・陽極線ドライブの形
態を示している。すなわち、ドライブ線としてのｎ本の
陽極線Ａ1 ～Ａn が縦方向に、走査線としてのｍ本の陰
極線Ｂ1 ～Ｂmが横方向に配置され、各々の交差した部
分（計ｎ×ｍ箇所）に、有機ＥＬ素子Ｅ11～Ｅnmが配置
され、表示パネル１を構成している。
【０００６】そして、画素を構成する各素子Ｅ11～Ｅnm
は、格子状に配列され、縦直方向に沿う陽極線Ａ1 ～Ａ
n と横方向に沿う陰極線Ｂ1 ～Ｂm との交差位置に対応
して一端（前記した等価回路のダイオード成分Ｅの陽極
端子）が陽極線に、他端（前記した等価回路のダイオー
ド成分Ｅの陰極端子）が陰極線に接続される。そして、
陽極線は陽極線ドライブ回路２に接続され、陰極線は陰
極線走査回路３に接続されてそれぞれ駆動される。
【０００７】前記陰極線走査回路３には、各陰極走査線
Ｂ1 ～Ｂm に対応する走査スイッチＳY1～ＳYmが備えら
れ、逆バイアス電源回路５からの逆バイアス電圧ＶM 
（例えば１０Ｖ）およびアース電位（０Ｖ）のうちのい
ずれか一方を、対応する陰極走査線に接続するように作
用する。また、陽極線ドライブ回路２には、各陽極線を
通じて駆動電流を個々のＥＬ素子に供給する駆動源Ｉ1 
～Ｉn およびドライブスイッチＳX1～ＳXnが備えられ、
ドライブスイッチがオン制御されることにより、駆動源
Ｉ1 ～Ｉn からの電流が、陰極走査線に対応して配置さ
れた個々のＥＬ素子に対して供給されるように作用す
る。
【０００８】これにより、陰極走査線を所定の周期で走
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査しながら所望の陽極ドライブ線に駆動源を接続するこ
とにより、前記各ＥＬ素子を選択的に発光させるように
作用する。なお、前記駆動源は定電圧回路等の電圧源を
用いることも可能であるが、ＥＬ素子の電流・輝度特性
が温度変化に対して安定しているのに対し、電圧・輝度
特性が温度変化に対して不安定であること、過電流で素
子を劣化させること等の理由により、駆動源として定電
流源を用いるのが一般的である。
【０００９】前記各陽極ドライブ線は、さらにリセット
回路４に接続されている。このリセット回路４には、陽
極ドライブ線毎に設けられたリセットスイッチＳR1～Ｓ
Rnが具備されており、当該リセットスイッチがオン動作
されることによって、陽極ドライブ線がアース電位に設
定される。なお、前記した陽極線ドライブ回路２、陰極
線走査回路３、およびリセット回路４は、図示せぬ発光
制御部からもたらされる指令信号によってそれぞれ駆動
される。
【００１０】すなわち、発光制御部は、画像信号に応じ
て当該画像信号に対応した画像を表示させるべく陽極線
ドライブ回路２、陰極線走査回路３、およびリセット回
路４を制御する。この場合、陰極線走査回路３は、発光
制御部からの指令により画像データの水平走査期間に対
応して陰極走査線を順次選択してアース電位に設定し、
その他の陰極走査線は、逆バイアス電源回路５に接続し
て逆バイアス電圧ＶMが印加されるように走査スイッチ
ＳY1～ＳYmを切り換える制御がなされる。なお、図８に
示した状態は第１の陰極走査線Ｂ1 が走査される状態を
示している。
【００１１】前記逆バイアス電圧ＶM は、走査選択がな
された陰極線との交点に接続されたドライブされている
ＥＬ素子の寄生容量を充電すると共に、ドライブされて
いる陽極線と走査選択がなされていない陰極線との交点
に接続されたＥＬ素子がクロストーク発光することを防
止するために印加されるものであり、この逆バイアス電
圧は、発光駆動されるＥＬ素子の順方向電圧Ｖf にほぼ
等しい電圧、またはそれよりも僅かに低い電圧に設定さ
れるのが一般的である。そして、走査スイッチＳY1～Ｓ
Ymが水平走査期間毎に、順次アース電位に切り換えられ
るので、アース電位に設定された陰極走査線は、その陰
極走査線に接続されたＥＬ素子を発光可能とする走査線
として機能することとなる。
【００１２】一方、陽極線ドライブ回路２には、前記し
た発光制御部よりもたらされる画像データに基づいて当
該陽極ドライブ線に接続されているＥＬ素子のいずれか
をどのタイミングでどの程度の時間にわたって発光させ
るかについて制御するドライブ制御信号（駆動パルス）
が供給される。陽極線ドライブ回路２は、このドライブ
制御信号に応じて、ドライブスイッチＳX1～ＳXnのいく
つかをオン制御し、陽極ドライブ線Ａ1 ～Ａn を通じて
画素情報に応じた該当ＥＬ素子に対して駆動電流を供給
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するように作用する。
【００１３】これにより、駆動電流の供給されたＥＬ素
子は、当該画素情報に応じて発光駆動される。なお、図
８に示した状態は、前記したとおり第１の陰極走査線Ｂ
1 が走査されている状態であり、かつドライブスイッチ
ＳX1およびＳX3がオン状態となされているので、ＥＬ素
子Ｅ11およびＥ31が発光駆動されることになる。
【００１４】前記リセット回路４のリセット動作は、前
記した発光制御部からのリセット制御信号に応じて行わ
れる。この作用は、例えば特開平９－２３２０７４号公
報に開示されており、走査線を切り換えた際に、次の走
査線に対応して発光駆動されるＥＬ素子の発光立上りを
早めるためになされる。これは、前記したように有機Ｅ
Ｌ素子は寄生容量を有しており、例えば１つの陽極ドラ
イブ線に数十個のＥＬ素子が接続されている場合を例に
すると、当該陽極ドライブ線からみて各寄生容量の数十
倍の合成容量が負荷容量として接続されることになる。
【００１５】したがって、走査期間の先頭で陽極ドライ
ブ線からの電流は、前記負荷容量を充電するために費や
され、ＥＬ素子の発光閾値電圧を十分に超えるまで充電
するためには時間遅れが発生し、結局ＥＬ素子の発光立
上がりが遅れるという問題が発生する。特に、前記した
ように駆動源として定電流源Ｉ1 ～Ｉn を用いた場合に
おいては、定電流源は動作原理上、ハイインピーダンス
出力回路であるがため、電流が制限されてＥＬ素子の発
光立上がりの遅れが顕著に発生する。そこで、前記リセ
ット回路４による電荷の放電動作と、陰極走査回路２に
よる逆バイアス電圧ＶM の印加動作は、次の走査におい
て発光駆動させるＥＬ素子の陽極端子に対して、瞬時に
発光閾値電圧を十分に超える電圧を与えるように機能す
る。
【００１６】図９は前記リセット回路４による陰極リセ
ット動作を示したものであり、例えば第１の陽極ドライ
ブ線Ａ1 に接続されているＥＬ素子Ｅ11が発光駆動され
ている状態から、次の走査において、同じく第１の陽極
ドライブ線Ａ1 に接続されているＥＬ素子Ｅ12が発光駆
動される状態が示されている。なお、図９においては、
発光駆動されるＥＬ素子がダイオードのシンボルマーク
として示されており、他は寄生容量としてのコンデンサ*
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*のシンボルマークで示されている。
【００１７】図９（ａ）は、陰極リセット動作がなされ
る前の状態を示しており、陰極走査線Ｂ1 が走査されＥ
Ｌ素子Ｅ11が発光している状態を示す。次の走査でＥＬ
素子Ｅ12を発光させることになるが、ＥＬ素子Ｅ12を発
光させる前に、（ｂ）に示すように陽極ドライブ線Ａ1 
および全陰極走査線Ｂ1 ～Ｂm をアース電位にリセット
して、全電荷を放電させる。これには、各走査スイッチ
ＳY1～ＳYmがアース側に接続されると共に、リセットス
イッチＳR1がオン動作される。次にＥＬ素子Ｅ12を発光
させるために、陰極走査線Ｂ2 が走査される。すなわ
ち、陰極走査線Ｂ2 がアースに接続され、それ以外の陰
極走査線には、逆バイアス電圧ＶM が与えられる。な
お、この時、ドライブスイッチＳX1はオン動作になさ
れ、前記リセットスイッチＳR1はオフ動作に切り換えら
れる。
【００１８】したがって、前述したリセット時に各素子
における寄生容量の電荷が放電しているため、この瞬間
において（ｃ）に示すように、次に発光される素子Ｅ12
以外の素子による寄生容量に対して、矢印で示すように
逆バイアス電圧ＶM による逆方向の充電がなされ、これ
らに対する充電電流は、陽極ドライブ線Ａ1 を介して、
次に発光されるＥＬ素子Ｅ12に流入し、当該ＥＬ素子Ｅ
12の寄生容量を充電する。この時、ドライブ線Ａ1 に接
続された定電流源Ｉ1 は、前記したとおり基本的にはハ
イインピーダンス出力回路であり、この充電電流の動き
には影響を与えない。
【００１９】この場合、前記ドライブ線Ａ1 に、例えば
６４個のＥＬ素子が配列されていると仮定し、また、前
記した逆バイアス電圧ＶM が１０（Ｖ）であるとする
と、前記した充電作用により、陽極ドライブ線Ａ1 の電
位Ｖ(A1)は、パネル内の配線インピーダンスは無視でき
るほど小さいため、瞬時に次に示す数式１に基づく電位
に上昇する。例えば外形が１００ｍｍ×２５ｍｍ（２５
６×６４ｄｏｔ）程度の表示パネルでは、この動作は約
１μｓｅｃで完結する。
【００２０】
【数１】

【００２１】その後、ドライブ線Ａ1 に流れる定電流源
Ｉ1 からの駆動電流により、（ｄ）に示すようにＥＬ素
子Ｅ12は即座に発光状態となる。以上のように、前記し
た陰極リセット法は、本来駆動の障害となるＥＬ素子の
寄生容量と、クロストーク発光防止用の逆バイアス電圧
を利用して、次に点灯駆動させるＥＬ素子の順方向電圧
を瞬時に立ち上げるように作用する。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】ところで、前記した陰
極リセット法を利用した場合においては、前記した作用

により、ＥＬ素子の発光立上がりを迅速になすことがで
きるものの、陰極走査ごとに図９（ｂ）に示したように
各ＥＬ素子の寄生容量に蓄積された電荷をリセットする
操作が伴われる。このために、ＥＬ素子の各寄生容量に
蓄積された電荷は、走査の切り換えごとに前記した陽極
ドライブ線および陰極走査線を介したドライバＩＣによ
って放電動作がなされるため、電力損失が大きくなる。
【００２３】換言すれば、陰極リセット動作に伴う各寄
生容量における電荷の放電は、熱として廃棄されること
になる。このために、画像データに基づく画素情報が、
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7
各ＥＬ素子を点灯させない不灯状態を継続させるような
表示パターンにおいては、かなりの熱損失が発生するこ
とになる。
【００２４】このような陰極リセットの操作によって消
費される電力について考察すると、次のように説明する
ことができる。すなわち、コンデンサ容量（Ｃ）と、こ
れに印加される電圧（Ｖ）との関係から、電力エネルギ
ー（Ｐｄ）は、Ｐｄ＝（１／２）・ＣＶ2 として表すこ
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とができる。ここで、１ドットを構成するＥＬ素子の寄
生容量は４ｐＦ程度である。また、前記ＶM が１０
（Ｖ）であるとし、陰極線ライン走査時間が１７０μｓ
ｅｃであるとすると、不灯状態の１ドットにおいて、１
秒間に消費される電力エネルギー（Ｗ）については、次
の数式２のように表すことができる。
【００２５】
【数２】

【００２６】したがって、例えば縦横６４×２５６ドッ
トの表示パネルについて考察すると、一つの陽極ドライ
ブ線あたり、すなわち６４ドットにおいては７５（μ
Ｗ）、また、全ドットにおいては１９．３（ｍＷ）の電
力エネルギーが１秒間に消費されることになる。この電
力損失は、陰極リセットの操作によって消費されるもの
であり、これは発光表示パネル内のＥＬ素子の数に比例
して大きくなるので、表示面積が大きくなるほど無駄な
電力損失も大きくなる。
【００２７】一般に、この種の表示パネルを利用した民
生用機器などにおいては、当該表示パネルが搭載された
機器が稼働していない状態においては、例えば時刻表示
等の必要最小限の表示のみがなされ、他の画素は不点灯
の状態になされる。にもかかわらず、前記したように表
示パネルを構成する各ＥＬ素子の全てに対して、陰極リ
セット動作が終始実行されるために、この動作に伴う電
力損失の割合は非常に大きなものとなる。
【００２８】例えば、商用電源を用いる電気機器、或い
は車載用の電気機器に前記した表示パネルを採用した場
合においては、前記した電力損失は見過ごされているも
のの、携帯用機器において前記した表示パネルを採用し
た場合においては、過大な電池の消耗を招くことにな
る。したがって、これをたとえば、携帯電話器に採用し
ようとした場合には、携帯電話器の待ち受け時間を大幅
に短縮させるという結果を招来させる。
【００２９】そこで、電気機器の非稼働状態、例えば前
記した携帯電話器の待ち受け状態においては、必要最小
限の表示を行わせるために、表示パネルにおける発光素
子の一部を繰り返し走査して発光制御する部分走査モー
ド（以下、これをパーシャルスキャンモードともいう）
が選択されるように制御することが考えられる。このよ
うなパーシャルスキャンモードを採用する場合には、当
然ながらパーシャルスキャンされる以外の発光素子は不
点灯とされるので、ここで消費される電力を低減させる
ことができる。
【００３０】また、前記したパーシャルスキャンを採用
する場合には、一部の走査ラインのみを繰り返して走査

する手段を用いることができるので、表示に寄与する部
分以外の他の走査ラインにおいて、前記した陰極リセッ
トを実行させて初期充電させる必要はなくなるため、陰
極リセット操作による前記した電力損失を招く度合いも
低減させることができる。
【００３１】しかも、前記したパーシャルスキャンを採
用する場合には、フレーム周期を一定にして、走査動作
回数を減らすことで、一走査の期間を長くとることが可
能となる。したがって、前記したパッシブマトリックス
による表示パネルにおいては、各発光素子に加える駆動
電流を相当に低減させても、素子の発光時間が長くなる
ために、人間の視覚においては表示パネルの発光輝度は
実質的に一定であるように認識することができる。それ
故、各発光素子に加える駆動電流を低減できる分、さら
に低消費電力化を図ることができる。
【００３２】前記した陰極リセット法を採用し、かつパ
ーシャルスキャンを選択することができる駆動装置にお
いては、通常走査モードから、パーシャルスキャンモー
ドに切り換える場合、一般的には、表示パネルを構成す
る有効走査ラインの数に対するパーシャルスキャンモー
ドにおいて用いられる走査ラインの数、すなわち、その
デューティ（ｄｕｔｙ）に合わせて発光制御回路に用い
る動作クロックの周波数を下げるような手段が採用し得
る。
【００３３】図１０は、前記したデューティに合わせて
発光制御回路に用いる動作クロックの周波数を下げる操
作を行った場合の通常走査モードと、パーシャルスキャ
ンモードにおける、陰極リセット期間とドライブ期間
（走査期間）の関係を示したものである。なお、図１０
においては、パーシャルスキャンモードにおける前記デ
ューティが、１／４の場合を示している。そして、フレ
ーム周波数を１００Ｈｚとし、表示パネルを構成する有
効走査ラインの数を６４ラインとした場合におけるそれ
ぞれの期間（μｓｅｃ）を具体的な数値で示している。
【００３４】図１０（ａ）に示したように、通常走査モ
ード（図１０においては、通常表示と標記している）を
実行した場合には、１ライン期間は１５６μｓｅｃであ
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り、そのうち陰極リセット期間Ｒ１は１８μｓｅｃ、ま
たドライブ期間Ｄ１は１３８μｓｅｃである。これに対
してパーシャルスキャンモード（図１０においてはパー
シャル表示と標記している）を実行した場合には、図１
０（ｂ）に示したように、１ライン期間を６２５μｓｅ
ｃに設定することができ、そのうち陰極リセット期間Ｒ
２は７４μｓｅｃ、またドライブ期間Ｄ２は５５１μｓ
ｅｃとなる。
【００３５】このように、パーシャルスキャンを実行す
るに際して、前記したデューティに合わせて発光制御回
路に用いる動作クロックの周波数を単に下げる操作を行
った場合には、通常走査モードおよびパーシャルスキャ
ンモードのいずれにおいても、陰極リセット期間とドラ
イブ期間との比（Ｒ１：Ｄ１およびＲ２：Ｄ２）は一定
となる。しかしながら、陰極リセット作用は、すでに説
明したように瞬時に完結し得るものであり、特に図１０
（ｂ）に示されたようなＲ２として示す長い期間（７４
μｓｅｃ）は必ずしも必要ではない。
【００３６】したがって、パーシャルスキャンモードを
実行する場合においても、最低必要な陰極リセット期間
を設定すれば、ドライブ期間をそれに応じて長く設定す
ることができる。換言すれば、各発光素子に供給する駆
動電流を、さらに低減させて発光素子の瞬間輝度を低下
させたとしても、素子の発光時間を長くすることができ
るので、人間の視覚においては表示パネルの発光輝度は
実質的に一定であるように認識させることができる。こ
れに加えて、点灯表示される各発光素子の瞬間輝度を低
下させることができるために、発光素子の劣化を防ぐこ
とができ、発光表示パネルの寿命を延ばすことにも寄与
できる。
【００３７】この発明は、前記した技術的な観点に基づ
いてなされたものであり、パーシャルスキャンモードを
実行する場合において、消費電力をより低減させること
ができる発光表示パネルの駆動装置を提供することを目
的とするものである。
【００３８】
【課題を解決するための手段】前記した目的を達成する
ためになされたこの発明にかかる発光表示パネルの駆動
装置は、互いに交差する複数のドライブ線および複数の
走査線と、前記ドライブ線および前記走査線による複数
の交差位置において、前記各走査線および各ドライブ線
間に接続された複数の容量性発光素子とを含む発光表示
パネルの駆動装置であって、前記発光表示パネルにおけ
る有効発光素子の全てを繰り返し走査して発光制御する
通常走査モードおよび発光表示パネルにおける有効発光
素子の一部を繰り返し走査して発光制御する部分走査モ
ードとを選択することができる走査モード切り換え手段
と、各走査線の切り換えごとに前記複数の走査線を全て
同一電位にリセットするリセット制御手段、または前記
複数の走査線の全てと少なくとも次に発光駆動させるド
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ライブ線を同一電位にリセットするリセット制御手段と
が具備され、前記走査モード切り換え手段により部分走
査モードを選択した場合においては、通常走査モードを
選択した場合に比較して、前記リセット制御手段によっ
てなされるリセット期間に対する前記発光素子を発光制
御するドライブ期間の比が、増大されるように制御する
点に特徴を有する。
【００３９】この場合、好ましい１つの実施の形態にお
いては、前記走査モード切り換え手段によって部分走査
モードに選択された場合には、通常走査モードに選択さ
れた場合とほぼ同一のリセット期間が設定されるように
構成される。
【００４０】これを実現する１つの手段として、前記リ
セット期間およびドライブ期間を設定する動作クロック
の周期が同一のものが用いられ、前記走査モード切り換
え手段によって部分走査モードに選択された場合には、
通常走査モードに選択された場合に比較して、リセット
期間に対するドライブ期間の比に応じてドライブ期間を
設定する動作クロックのカウントアップ数を増大させる
ように管理する構成が好適に採用される。
【００４１】また、他の１つの手段として、前記リセッ
ト期間およびドライブ期間を設定する動作クロックの周
期が異なるものが用いられ、前記走査モード切り換え手
段によって部分走査モードに選択された場合には、通常
走査モードに選択された場合の動作クロックの周期に比
較して、ドライブ期間を設定する動作クロックの周期が
大きなものが利用されるようになされる形態も採用し得
る。
【００４２】この場合、好ましくは前記走査モード切り
換え手段によって部分走査モードに選択された場合のド
ライブ期間を設定する動作クロックのカウントアップ数
と、通常走査モードに選択された場合のドライブ期間を
設定する動作クロックのカウントアップ数とがほぼ等し
く管理するようになされる。
【００４３】一方、前記走査モード切り換え手段によっ
て部分走査モードに選択された場合のリセット期間を設
定する動作クロックのカウントアップ数と、通常走査モ
ードに選択された場合のリセット期間を設定する動作ク
ロックのカウントアップ数とは、ほぼ等しく管理するよ
うになされる。
【００４４】加えて、この発明にかかる発光表示パネル
の駆動装置においては、前記走査モード切り換え手段に
よって部分走査モードに選択された場合には、通常走査
モードに選択された場合に比較して、前記発光素子の瞬
間輝度を低減させる輝度可変手段が具備されていること
が望ましい。
【００４５】この場合の好ましい実施の形態において
は、前記輝度可変手段は、前記各ドライブ線に加える駆
動電流を変更する操作がなされるように構成される。ま
た、前記輝度可変手段は、前記各ドライブ線に加える駆
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動電圧を変更する操作がなされるように構成される場合
もある。さらに、前記した各構成は、前記発光素子に有
機エレクトロルミネッセンスを用いた発光表示パネルの
駆動装置に好適に利用することができる。
【００４６】前記した構成の駆動装置によると、発光表
示パネルにおける有効発光素子の全てを繰り返し走査し
て発光制御する通常走査モードと、発光表示パネルにお
ける有効発光素子の一部を繰り返し走査して発光制御す
る部分走査モードとが選択される。そして、部分走査モ
ードが選択された場合においては、通常走査モードを選
択した場合に比較して、リセット制御手段によってなさ
れるリセット期間に対する前記発光素子を発光制御する
ドライブ期間の比が、増大されるように制御される。
【００４７】これにより、部分走査モードにおいては、
１ライン期間に占めるドライブ期間をより増大させるこ
とができる。したがって、各発光素子に供給する駆動電
流または駆動電圧を、さらに低減させて発光素子の瞬間
輝度を低下させたとしても、素子の発光時間を長くとる
ことができるので、実質的に人間の視覚においては表示
パネルの発光輝度が低下したように感ずることはなく、
発光輝度はほぼ一定であるように認識することができ
る。したがって、各発光素子に供給する駆動電流または
駆動電圧を低減させることができる分、発光表示パネル
における消費電力をさらに低減させることが可能とな
る。
【００４８】加えて、点灯表示される各発光素子の瞬間
輝度を低下させることができるために、発光素子の劣化
を防ぐことができ、発光表示パネルが所定の発光輝度を
維持できる期間、すなわち、その寿命を延ばすことにも
寄与できる。
【００４９】
【発明の実施の形態】以下、この発明にかかる発光表示
パネルの駆動装置について、その実施の形態を図面に基
づいて説明する。なお、この実施の形態においては発光
素子として、有機ＥＬ素子が用いられており、また、図
１に示す実施の形態は、図８において説明したと同様の
陰極線走査・陽極線ドライブの形態が採用されている。
すなわち、表示パネル１には、ｎ本のドライブ線として
の陽極線Ａ1 ～Ａn が縦方向に、またｍ本の走査線とし
ての陰極線Ｂ1 ～Ｂm が横方向に配列され、各々の交差
した部分（計ｎ×ｍ箇所）に、有機ＥＬ素子Ｅ11～Ｅnm
が配置されている。
【００５０】そして、画素を構成する各素子Ｅ11～Ｅnm
は格子状に配列され、縦方向に沿う陽極線Ａ1 ～Ａn 
と、横方向に沿う陰極線Ｂ1 ～Ｂm との交差位置に対応
してＥＬ素子の陽極端子が陽極線Ａ1 ～Ａn に、陰極端
子が陰極線Ｂ1 ～Ｂm に接続されている。また、各陽極
線は陽極線ドライブ回路２およびリセット回路４に接続
され、また、各陰極線は陰極線走査回路３に接続され、
それぞれＥＬ素子Ｅ11～Ｅnmを発光駆動するように構成
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されている。
【００５１】前記陰極線走査回路３には、各陰極走査線
Ｂ1 ～Ｂm に対応する走査スイッチＳY1～ＳYmが備えら
れ、逆バイアス電源回路５からの逆バイアス電圧ＶM 
（例えば１０Ｖ）およびアース電位（０Ｖ）のうちのい
ずれか一方を、対応する陰極走査線に接続するように作
用する。また、陽極線ドライブ回路２には、各陽極線を
通じて駆動電流を個々のＥＬ素子に供給する駆動源Ｉ1 
～Ｉn およびドライブスイッチＳX1～ＳXnが備えられ、
ドライブスイッチがオン制御されることにより、駆動源
Ｉ1 ～Ｉn からの電流が、陰極走査線に対応して配置さ
れた個々のＥＬ素子に対して供給されるように作用す
る。
【００５２】また、この実施の形態においては、陽極線
ドライブ回路２には、可変電圧源１０が配置されてお
り、この可変電圧源１０より出力される電圧に基づい
て、前記各駆動源を構成する定電流源Ｉ1 ～Ｉn からの
電流値が制御できるように構成されている。これによ
り、陰極走査線を所定の周期で走査しながら所望の陽極
ドライブ線に定電流源Ｉ1 ～Ｉn を接続し、前記各ＥＬ
素子を選択的に発光させる場合において、その瞬時輝度
を制御することができるようになされている。
【００５３】前記各陽極ドライブ線は、さらにリセット
回路４に接続されている。このリセット回路４には、陽
極ドライブ線毎に設けられたリセットスイッチＳR1～Ｓ
Rnが具備されており、当該リセットスイッチがオン動作
されることによって、陽極ドライブ線がアース電位に設
定される。なお、前記した陽極線ドライブ回路２、この
陽極線ドライブ回路２内に配置された可変電圧源１０、
陰極線走査回路３、およびリセット回路４は、発光制御
手段を構成する発光制御部１１からもたらされる指令信
号によってそれぞれ駆動される。そして、前記した表示
パネル１の点灯動作および陰極リセット動作は、図８お
よび図９に基づいてすでに説明したとおりである。
【００５４】図２は図１に示す発光制御部１１のより詳
細な構成をブロック図により示したものである。この発
光制御部１１には、図示せぬ画像信号発生系から供給さ
れる画像信号が供給される。その画像信号は同期分離回
路１５に供給され、この同期分離回路１５は、供給され
た入力画像信号中から水平および垂直同期信号を抽出し
て、これらをタイミングパルス発生回路１６に供給する
ように機能する。そして、タイミングパルス発生回路１
６は、これら抽出された水平および垂直同期信号に基づ
いた同期信号タイミングパルスを発生して、これをＡ／
Ｄ変換器１７、制御回路１８および走査タイミング信号
発生回路１９の各々に供給する。
【００５５】Ａ／Ｄ変換器１７は、タイミングパルス発
生回路１６よりもたらされるタイミングパルスに同期し
て、入力映像信号を１画素毎に対応したディジタル画素
データに変換し、これをＲＡＭにより構成されたメモリ
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２０に供給する。なお、このメモリ２０は、発光表示パ
ネル１１の１画面分（１フレーム）の画素データの記憶
領域を少なくとも有している。
【００５６】一方、前記制御回路１８は、タイミングパ
ルス発生回路１６よりもたらされるタイミングパルスに
同期した書き込み信号および読み出し信号をメモリ２０
に供給する。メモリ２０は書き込み信号に応じて、Ａ／
Ｄ変換器１７から供給された各画素データを順次取り込
む。また、メモリ２０は読み出し信号に応じて、メモリ
２０内に記憶されている画素データを順次読み出して次
段の出力処理回路２１へ供給する。
【００５７】また、走査タイミング信号発生回路１９
は、タイミングパルス発生回路１６よりもたらされるタ
イミングパルスに基づいて、陰極線走査回路３における
前記した走査スイッチＳY1～ＳYmを制御するためのタイ
ミング信号を生成する。これにより陰極線走査回路３に
は、走査タイミング信号発生回路１９から走査選択制御
信号が供給される。さらに、走査タイミング信号発生回
路１９より、タイミング信号が出力処理回路２１に対し
て供給され、出力処理回路２１は、当該タイミング信号
に同期させて、メモリ２０から供給された画素データに
応じたドライブ制御信号を陽極線ドライブ回路２に供給
する。これにより、陰極線走査に同期して陽極線には選
択的に画素データに基づく駆動電流が供給され、発光表
示パネル１において、画像信号に基づく画像が再生され
る。
【００５８】また、前記制御回路１８は陰極リセット期
間において、リセット信号を出力処理回路２１を介して
リセット回路４に供給すると共に、同じくリセット信号
を、走査タイミング信号発生回路１９を介して陰極線走
査回路３に供給するように作用する。これにより、図９
に基づいて説明した陰極線リセット動作が実行される。
【００５９】一方、この実施の形態においては、前記し
た発光制御部１１に対して、走査モード切り換え手段を
構成する走査モード変更回路１３より制御信号が供給さ
れるように構成されている。この走査モード変更回路１
３は、発光表示パネル１における有効発光素子の全てを
繰り返し走査して発光制御する通常走査モードと、発光
表示パネル１における有効発光素子の一部を繰り返し走
査して発光制御する部分走査モード（パーシャルスキャ
ン）とを選択することができるように機能する。したが
って、この走査モード変更回路１３は、例えば手動操作
により発光制御部１１に対して切り換え指令信号を送出
するようになされる場合もあり、また自動的に発光制御
部１１に対して切り換え指令信号を送出するようになさ
れる場合もある。
【００６０】例えば、この発明を携帯電話器に採用した
場合においては、電話の待ち受け状態においては部分走
査モードが選択され、また通話状態になされた場合には
通常走査モードが選択されるように自動的に切り換える
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ことができるようになされる。この場合においては、前
記走査モード変更回路１３は、電話器の送受信回路の一
部を構成するか、または前記送受信回路からの通話状態
もしくは否通話状態を示す信号が供給されるように構成
され、これに基づいて発光制御部１１に対して切り換え
指令信号を送出するようになされる。
【００６１】図２に示すように、走査モード変更回路１
３は発光制御部１１を構成するタイミングパルス発生回
路１６および制御回路１８に対して、切り換え指令信号
が送出されるように構成されている。ここで、例えば通
常走査モードから部分走査モードに、またその逆に、部
分走査モードから通常走査モードに切り換える場合にお
いては、走査モード変更回路１３よりタイミングパルス
発生回路１６に対して切り換え指令信号が送られ、これ
に基づいてタイミングパルス発生回路１６は、後述する
ように、ここにおいて用いられる動作クロックをカウン
トアップし、そのカウントアップ数によって、タイミン
グパルスの周期を変更する操作がなされる。
【００６２】また、走査モード変更回路１３より送られ
る切り換え指令信号を受ける制御回路１８は、走査タイ
ミング信号発生回路１９に対して、陰極線走査の範囲を
定める制御信号を送出する。さらに、制御回路１８はメ
モリ２０に対する書き込みおよび読み出し操作の周期を
変更させるように動作すると共に、陽極線ドライブ回路
２における前記可変電圧源１０の出力電圧を変更させる
制御信号を送出する。
【００６３】ここで、例えば通常走査モードから部分走
査モードに切り換える場合を例にすると、この場合の表
示パネルの表示形態の概念は、図３に示すようになされ
る。すなわち、部分走査モードにおいては、図３に示す
ように表示パネル１に形成された総走査線数（陰極線
数）ｍにおける例えば第１から第ｋ番目の陰極線を走査
し、ｋ＋１番目からｍ番目までの各陰極線の走査を行う
ことなく次の１フレームについての走査に進むように制
御される。すなわち、部分走査モードにおいては、第１
から第ｋ番目の陰極線のみを繰り返して走査するように
なされる。
【００６４】図４は、この時に実行される１ライン期間
における陰極リセット期間とドライブ期間との関係を示
したものである。図４（ａ）は通常走査モード（通常表
示）における１ライン期間における陰極リセット期間Ｒ
１とドライブ期間Ｄ１との関係を示しており、これは既
に説明した図１０（ａ）と同様である。これに対して、
この実施の形態においては、部分走査モード（パーシャ
ル表示）においては、陰極リセット期間Ｒ１は、図４
（ａ）に示した通常走査モードの場合の陰極リセット期
間Ｒ１と同一になされており、１ライン期間における残
りの期間をドライブ期間Ｄ３として設定されている。
【００６５】すなわち、前記したデューティが１／４の
場合のパーシャル表示においては、１ライン期間は６２
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５μｓｅｃとすることができるので、これより前記した
陰極リセット期間Ｒ１を減算した６０７μｓｅｃの期間
を、ドライブ期間Ｄ３として設定している。したがっ
て、ドライブ期間Ｄ３を、図１０（ｂ）に示したドライ
ブ期間Ｄ２よりも長く設定することができ、パーシャル
表示において点灯駆動されるＥＬ素子の点灯時間を実質
的に長くすることが可能となる。
【００６６】換言すれば、点灯表示されるＥＬ素子に対
する駆動電流を低減させることができ、結果として、表
示パネル１の消費電力を低減させることができる。ま
た、各ＥＬ素子に供給される駆動電流を、より小さく制
御することができるので、各ＥＬ素子に与えるストレス
を低減させることができ、表示パネルの寿命を延ばすこ
とにも寄与できる。
【００６７】図４（ａ）に示した通常表示、および図４
（ｂ）に示したパーシャル表示を実行する場合の制御方
法の例を図５に示している。すなわち、図５（ａ）は、
通常表示においてなされる１ライン期間のうち、リセッ
ト期間Ｒ１とドライブ期間Ｄ１を設定する場合におい
て、１つの定められた周期（幅）の動作クロックを用い
るようにしている。これは、図２におけるタイミングパ
ルス発生回路１６において利用され、タイミングパルス
発生回路１６は、ａ個のクロック数をカウントアップす
ることでリセット期間Ｒ１（１８μｓｅｃ）を設定し、
ｂ個のクロック数をカウントアップすることでドライブ
期間Ｄ１（１３８μｓｅｃ）を設定している。したがっ
て、この繰り返しにより通常表示においてなされる陰極
走査が実行される。
【００６８】一方、図５（ｂ）は、パーシャル表示にお
いてなされる制御方法の第１の例を示しており、１ライ
ン期間のうち、リセット期間Ｒ１とドライブ期間Ｄ３を
設定する場合において、図５（ａ）の場合と同様に１つ
の定められた周期（幅）の動作クロックを用いるように
している。これは、図２におけるタイミングパルス発生
回路１６において利用され、タイミングパルス発生回路
１６は、初めにａ個のクロック数をカウントアップする
ことでリセット期間Ｒ１（１８μｓｅｃ）を設定し、次
にｃ個のクロック数をカウントアップすることでドライ
ブ期間Ｄ３（６０７μｓｅｃ）を設定している。したが
って、この繰り返しによりパーシャル表示がなされる領
域において、繰り返して陰極走査が実行される。
【００６９】換言すれば、部分走査モードが選択された
場合には、通常走査モードを選択した場合に比較して、
リセット期間に対するドライブ期間の比に応じてドライ
ブ期間を設定する動作クロックのカウントアップ数を増
大させるように制御される。
【００７０】したがって、前記したパーシャル表示
（１）の制御方法を採用する場合においては、通常表示
において利用されるリセット期間Ｒ１を設定するカウン
タと、ドライブ期間Ｄ１を設定するカウンタに加え、ド
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ライブ期間Ｄ３を設定するカウンタが必要になる。しか
しながら、カウントアップする動作クロックは、１種類
のものを利用することができる。
【００７１】また、図５（ｃ）は、パーシャル表示にお
いてなされる制御方法の第２の例を示しており、１ライ
ン期間のうち、リセット期間Ｒ１とドライブ期間Ｄ３を
設定する場合において、それぞれ異なった周期の動作ク
ロックを用いるようにしている。すなわち、リセット期
間Ｒ１を設定する場合においては、図５（ａ），（ｂ）
に示した場合と同一の周期の動作クロックが用いられ
る。これに対して、ドライブ期間Ｄ３を設定するために
用いられる動作クロックは、リセット期間Ｒ１を設定す
る場合において用いられる動作クロックを、４分周した
クロックが利用される。
【００７２】すなわち、４分周したクロックをカウント
アップし、前記した通常表示におけるドライブ期間Ｄ１
を設定するカウンタをそのまま利用することで、パーシ
ャル表示（２）におけるドライブ期間Ｄ３を設定するこ
とができる。換言すれば、この場合においては、ｂ個の
動作クロックのカウントアップにより、ドライブ期間Ｄ
３の終期を把握することができる。したがって、この構
成によると、前記したパーシャル表示（１）の制御方法
を採用する場合のように、ドライブ期間Ｄ３を設定する
ためにクロック数ｃをカウントアップする別のカウンタ
を備えることなく、ドライブ期間Ｄ３を設定することが
可能となる。
【００７３】また、この実施の形態のようなパッシブマ
トリックスによる表示装置においては、前記したように
パーシャル表示を選択し、１ライン期間が長くなれば、
それに応じて表示素子の点灯時間が長くなるので、表示
画面の輝度は実質的に上昇する。これに加えて、この実
施の形態においては、１ライン期間におけるドライブ期
間の割合を大きくするように制御するので、表示画面に
おける実質的な輝度はさらに上昇する。したがって、パ
ーシャル表示を選択した場合においては、前記したドラ
イブ期間の増加の割合に応じて、個々のＥＬ素子に供給
する駆動電流を低減させる電流可変手段（輝度可変手
段）を構成している。
【００７４】すなわち図２において、操作モード変更回
路１３より制御回路１８がパーシャル表示を選択したこ
とを示す信号を受けた場合には、制御回路１８は陽極線
ドライブ回路２における可変電圧源１０（図１に示す）
に対して制御信号を送り、定電流源として動作する各駆
動源Ｉ1 ～Ｉn からの出力電流を低減させるように制御
する。すなわち、ＥＬ素子に流れる電流と発光輝度との
関係は、前記したようにほぼ比例するので、駆動電流を
低減させることにより、通常走査モードの場合の発光輝
度と実質的に同等の発光輝度で駆動することができる。
この場合、前記したように１ライン期間におけるドライ
ブ期間の割合が増加した分に対応して、駆動電流をさら
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に低減させるように制御される。
【００７５】これにより、部分走査モードが選択された
場合においては、１ライン期間を長くできる分と、これ
に加えて１ライン期間におけるドライブ期間の割合を大
きくした分に対応してＥＬ素子に与える駆動電流が低減
され、部分走査モードを選択した場合の消費電力を一層
低減させることが可能となる。なお、この実施の形態に
おいては、各ＥＬ素子には各駆動源Ｉ1 ～Ｉn から定電
流を供給するようにしているが、たとえば駆動源とし
て、定電圧源を利用した場合においても、当該定電圧源
の出力電圧を低下させるように制御することで、同様に
消費電力を一層低減させることが可能となる。
【００７６】なお、前記した制御回路１８内には、通常
走査モードの場合と、選択し得る幾つかの部分走査モー
ドに対応させて、陰極線の走査領域のデータ、その場合
のリセット期間およびドライブ期間、並びに前記可変電
圧源１０に与える制御データ等の各パラメータがテーブ
ル形式で構築されている。したがって、走査モード変更
回路１３より、部分走査モードの切り換え指令を受けた
場合には、それに対応するテーブルを参照することで、
即座に前記各パラメータを得ることができる。これは、
前記したように通常走査モードから部分走査モードに切
り換える場合、また部分走査モードから通常走査モード
に切り換える場合、さらに、部分走査モードから他の部
分走査モードに切り換える場合のいずれにおいても、同
様になされる。
【００７７】以上説明した実施の形態においては、たと
えば図４に示したように通常表示およびパーシャル表示
においてなされるリセット期間は、共に同一の期間（Ｒ
１＝１８μｓｅｃ）が設定されるようになされている。
しかしながら、この発明においては、このような特定の
形態に限定されることはない。たとえば、部分走査モー
ドを選択した場合においては、通常走査モードを選択し
た場合に比較して、リセット期間に対するドライブ期間
の比が、増大されるように制御することで、実質的に各
素子に供給する電流または電圧を低く設定することがで
き、その消費電力の低減化を図ることができる。
【００７８】
【発明の効果】以上の説明で明らかなように、この発明
にかかる発光表示パネルの駆動装置によると、部分走査
モードを選択した場合においては、通常走査モードを選
択した場合に比較して、リセット期間に対するドライブ
期間の比が、増大されるように制御されるので、各発光
素子に供給する駆動電流または駆動電圧を、さらに低減
させて発光素子の瞬間輝度を低下させることができる。
したがって、各発光素子に供給する駆動電流または駆動
電圧を低減させることができる分、発光表示パネルにお
ける消費電力をさらに低減させることが可能となる。加
えて、点灯表示される各発光素子の瞬間輝度を低下させ
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ることができるために、発光素子の劣化を防ぐことがで
き、発光表示パネルが所定の発光輝度を維持できる期
間、すなわち、その寿命を延ばすことにも寄与できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明にかかる表示パネルの駆動装置におけ
る基本構成を示した結線図である。
【図２】図１に示す駆動装置における発光制御部の構成
例を示したブロック図である。
【図３】この発明にかかる駆動装置による走査動作例を
示す模式図である。
【図４】走査モードを切り換える場合のこの発明にかか
る走査期間とリセット期間との関係を示すタイミング図
である。
【図５】図４に示した走査期間とリセット期間とを設定
する場合の動作クロックを含めた制御方法を示すタイミ
ング図である。
【図６】有機ＥＬ素子の等価回路を示す図である。
【図７】有機ＥＬ素子の諸特性を示した特性図である。
【図８】従来における表示パネルの駆動装置における基
本構成を示した結線図である。
【図９】陰極リセット動作を説明する等価回路図であ
る。
【図１０】走査モードを切り換える場合の従来における
走査期間とリセット期間との関係を示すタイミング図で
ある。
【符号の説明】
１          発光表示パネル
２          陽極線ドライブ回路
３          陰極線走査回路
４          リセット回路
５          逆バイアス電源回路
１０        可変電圧源
１１        発光制御部
１３        走査モード変更回路（走査モード切り換え
手段）
１５        同期分離回路
１６        タイミングパルス発生回路
１７        Ａ／Ｄ変換器
１８        制御回路
１９        走査タイミング信号発生回路
２０        メモリ
２１        出力処理回路
Ａ1 ～Ａn   陽極（ドライブ）線
Ｂ1 ～Ｂm   陰極（走査）線
Ｅ11～Ｅnm  有機ＥＬ素子
Ｉ1 ～Ｉn   駆動源（定電流源）
ＳR1～ＳRn  リセットスイッチ
ＳX1～ＳXn  ドライブスイッチ
ＳY1～ＳYm  走査スイッチ
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